
SCG 日本語学校 ２０２２年度 自己点検・自己評価結果 

 

【２０２２年７月】 

A．教職員向けアンケート結果とその結果の検討会議 

・アンケート：２０２２年７月実施  

回答者：教員７名（常勤４名、非常勤３名） 

結果： 

各項目に関して概ね「達成している」「ほぼ達成している」という評価であった。 

その中で、検討が必要と思われるものに関して会議を実施。 

 

・アンケート結果検討会議：２０２２年８月実施  

参加者：常勤職員６名（設置責任者１名、事務責任者１名、教員４名） 

会議において出された現状報告・検討事項・意見： 

教育活動・成績判定・評価について：小テストの実施、宿題のチェック、クラス編成の検討などにより妥

当に行えている。 

進路支援について：受験情報、学校情報などの収集が今後の検討課題である。１００名を超える在校生に

対し、１名の進路指導担当者だけでは十分に指導支援が行えないことが見込まれるため、担任制の導入

を検討する。 

教育環境について：教室の増補により学生の学習環境については余裕ができた。 

職員のスペース、特に非常勤の作業スペースの確保のため、事務室のレイアウト変更を検討中。 

職員研修について：コロナの影響もあり、全職員一堂に会しての研修実施が難しいため、授業をビデオ撮

影し、教務主任がチェック後、授業担当者にフィードバックするという形で行ってきた。模擬授業ではな

く実際の授業の様子を確認することでより実務に即したアドバイスができる、受けられる。 

在留指導について：今のところ出席率に大きな問題がある学生はいないが、授業態度等から今後注意を

払うべき学生がいれば早いうちに職員間で情報共有し、指導をすることを申し合わせた。 

入学志願者の選考・募集について：入学試験（面接試験）を職員がだれでも行えるように面接試験シート

を刷新し、運用を開始した。 

コロナ禍で海外現地において募集エージェント及び入学志願者との面談を直接行えないため、その募集

が適切に行えているかどうか、志願者の志望理由・渡日理由が適切であるかどうかを適切に判断できる

ように、Ｚｏｏｍ等を通したコミュニケーションを密に行うように心がけた。 

 

Ｂ．学生向けアンケート結果とその結果の検討会議 

・アンケート：２０２２年７月実施  

回答者：104 名 

結果： 

教員や学校に対する要望としては、「進度の速さ」「各教員ごとの教え方の違い」について指摘する声があ

った。 

自身の学習に関しては宿題以外の予習・復習時間を確保していない学生がほとんどであった。 



 

会議における検討事項： 

進度に関しては決して速いわけではないが、学生がそう感じているのは理解が追い付いていないためで

あることが予想されるため、毎日必ず先日の復習を行うこと、重要事項の復習週間を設けることとした。 

教員ごとの教え方の違いにつちえは、ビデオ撮影による研修で、統一すべきところは統一するように申

し合わせた。（研修は次週より実施予定） 

 

C．外部関係者からの意見 

・学生寮近隣住民より 

深夜における騒音・屋外における喫煙等についての苦情が何件か来ており、その都度謝罪と学生への厳

重指導を行っている。 

特に部外者の宿泊、男女寮間の行き来に関しては禁ずる旨を周知徹底している。 

・外部機関との交流 

コロナ禍において自粛している。 

 

【２０２２年１２月】 

A．教職員向けアンケート結果とその結果の検討会議 

・アンケート：２０２２年１２月実施  

回答者：教員１０名（常勤３名、非常勤７名） 

結果： 

各項目に関して検討が必要と思われるものに関して会議を実施。 

 

・アンケート結果検討会議：２０２２年１２月実施  

参加者：常勤職員５名（設置責任者１名、事務責任者１名、常勤教員３名） 

会議において出された現状報告・検討事項・意見： 

教育活動・成績判定・評価について：クラス変更は学生間の刺激にもなり、事務処理の負担は増えるが一

定の効果を上げている。 

JLPT 対策授業において、試験の重要性を何度も学生に告知することによって授業への取り組みに変化が

見られてきた。 

進路支援について：担任制の導入を決定。担任の主な役目は進路決定に向けた面談( 

年 3 回以上実施）、進路決定までの指導、決定後の学習指導、志願書類の把握・指導、試験・面接指導等。

担任を担当する教員向け会議を別途実施予定。 

教育環境について：教室の増設のため 7 階フロアの改修を予定。今後 8 階フロアの改修も検討。図書室

内の進路資料スペースを拡大し学生たちが自分で資料を探し出せるように整理。 

職員研修について：新任非常勤に、授業のビデオ撮影による研修を実施。フィードバック後、改善点があ

る場合はその点が改善されているかの再確認のため、1 週間ないし 2 週間後に再度撮影を行い、改善され

ているかどうかを確認。 

在留指導について：週間、月間の出席率に問題がある学生に対し、担任が都度指導、面談を行うことを決



定。 

入学志願者の選考・募集について：海外現地における募集エージェントとの面談、入学志願者との面談を

再開。 

 

Ｂ．学生向けアンケート結果とその結果の検討会議 

・アンケート：２０２２年１２月実施  

回答者：110 名 

結果： 

前回との大きな変更点として、自主学習時間を確保している学生といない学生の違いが顕著に表れてい

た。 

 

会議における検討事項： 

自主学習時間について、寮での学習が困難な学生もいる（スペースの確保ができない、気が散る等）ため、

放課後空き教室を開放し自由に使える旨を学生に積極的に告知した。図書室や空き教室で宿題などをし

て帰る学生が一定程度見られるようになった。アンケートには記載がないが、毎日の授業の中で教員の

教え方に関する意見・感想を聞くことがあるので引き続きビデオ撮影による研修を行うとともに、学生

による教員評価アンケートの実施を行うことを決定。 

 

C．外部関係者からの意見 

・学生寮近隣住民より 

深夜における騒音、屋外における喫煙、ゴミ出し等についての苦情あり。その都度謝罪と学生への厳重指

導を行っている。 

今後おさまらないようであれば監視カメラの設置（ダミー）、飲酒・喫煙禁止も検討。 

 


